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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二次元導体担体と、水酸化ニッケルを含む電気化学的活物質、およびエラストマーと結
晶性重合体との混合物である結合剤を有するペーストとを合む非焼結ニッケル電極であっ
て、前記エラストマーの比率が、質量比で前記結合剤の２５％から６０％の間に含まれ、
前記結晶性重合体の比率が、質量比で前記結合剤の４０％から７５％の間に含まれること
を特徴とする電極。
【請求項２】
　前記結合剤が、質量比で４０％から６０％の前記エラストマーで構成され、質量比で４
０％から６０％の前記結晶性重合体で構成される請求項１に記載の電極。
【請求項３】
　前記エラストマーが架橋可能である請求項１または２に記載の電極。
【請求項４】
　前記エラストマーが、スチレン、エチレン、ブチレンおよびスチレンの共重合体、スチ
レン、ブタジエンおよびビニルピリジンの三元重合体、ならびにスチレンおよびブタジエ
ンの共重合体の中から選択される請求項１から３のいずれか一項に記載の電極。
【請求項５】
　前記エラストマーが、スチレンおよびブタジエンの架橋可能なカルボキシル化された共
重合体である請求項４に記載の電極。
【請求項６】
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　前記結晶性重合体が、フッ化重合体およびポリオレフィンの中から選択される請求項１
から５のいずれか一項に記載の電極。
【請求項７】
　前記結晶性重合体がポリエチレンである請求項６に記載の電極。
【請求項８】
　前記結晶性重合体が、エチレンおよびプロピレンフッ化共重合体、ポリテトラフルオロ
エチレン、およびヘキサフルオロプロピレンの中から選択されるフッ化重合体である請求
項６に記載の電極。
【請求項９】
　前記結合剤の比率が質量比で前記ペーストの０．７％から３％の間に含まれる請求項１
から８のいずれか一項に記載の電極。
【請求項１０】
　前記水酸化ニッケルが、亜鉛、カドミウム、およびマグネシウムの中から選択される元
素の少なくとも一種の同時晶出された水酸化物と、コバルト、マンガン、アルミニウム、
イットリウム、カルシウム、ストロンチウム、ジルコニウム、および銅の中から選択され
る元素の少なくとも一つの同時晶出された水酸化物を含む請求項１から９のいずれか一項
に記載の電極。
【請求項１１】
　前記ペーストがさらに、導体粒子、導体ファイバ、および両者の混合物の中から選択さ
れる導体材料を含む請求項１から１０のいずれか一項に記載の電極。
【請求項１２】
　前記活物質の粒子の平均直径をＤとする時、前記導体粒子がＤ／２０以下の平均寸法Ｄ

１を有する請求項１１に記載の電極。
【請求項１３】
　前記導体粒子が、カーボン粒子、金属粒子、および遷移金属の化合物の粉末の中から選
択される請求項１１または１２に記載の電極。
【請求項１４】
　前記活物質の粒子の平均直径をＤとする時、前記導体ファイバがＤ以下の平均横方向寸
法Ｄ２、およびＤ２の値の２５倍以上の平均長Ｌ２を有する請求項１１に記載の電極。
【請求項１５】
　前記導体ファイバが、カーボンファイバ、金属ファイバ、あるいは金属被覆ファイバの
中から選択される請求項１１から１４のいずれか一項に記載の電極。
【請求項１６】
　前記ペースト内の前記導体材料の比率が、質量比で前記活物質の３％から１５％の間に
含まれる請求項１から１５のいずれか一項に記載の電極。
【請求項１７】
　前記ペーストがさらに、亜鉛の化合物、イットリウムの化合物、カルシウムの比合物の
中から選択される少なくとも一種の別の化合物を含む請求項１から１６のいずれか一項に
記載の電極。
【請求項１８】
　前記ペーストがさらに、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルセルロース、およびヒドロキシエチルセルロースの中から選
択されるセルロース化合物である増粘剤を含む請求項１から１７のいずれか一項に記載の
電極。
【請求項１９】
　前記二次元導体担体が、穿口されていないまたは穿口されたストリップ、エキスパンデ
ッドメタル、メッシュ、または織物の中から選択される請求項１から１８のいずれか一項
に記載の電極。
【請求項２０】
　アルカリ電解液を含み、請求項１から１９のいずれか一項に記載のニッケル電極を含む
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二次電池。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、例えば、ニッケル－カドミウム、ニッケル－鉄、ニッケル－水素、ニッケル
－水素化可能金属の各蓄電池のようにアルカリ電解液を含む二次電池内で使用されるよう
な非焼結ニッケル電極、およびこの電極を含む電池に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　何種類もの電極、特に焼結電極、およびペースト化または可塑化電極とも呼ばれる非焼
結電極が存在する。今日、最も広く使われている電極は非焼結型のものである。非焼結電
極は他の電極と比べより多くの活物質を含むため、その体積容量が増加し、その製造コス
トは安くなる。
【０００３】
　非焼結電極は、活物質および結合剤を含むペーストを塗布した、集電体となる担体から
成り、多くの場合、結合剤には導体材料を付加する。通常、電極は、フェルトまたはフォ
ームのような多孔質三次元導体担体であって金属またはカーボン製の担体内に、ペースト
を堆積させることにより作製される。
【０００４】
　欧州特許出願ＥＰ－０７２６６０７は、ペーストて被覆された多孔質担体を備える電極
に言及している。担体は最重要部品ではないため、二次元であっても三次元であってもよ
い。ペーストは、活物質、導電剤、フッ素樹脂、および増粘剤を含む。結合剤として使用
されるフッ素樹脂は、フッ素樹脂と熱可塑性樹脂との混合とすることができる。この文献
は、電極の電気化学的動作には言及していない。
【０００５】
　現在では、コスト面の理由から、二次元導体担体の使用に向かっている。
【０００６】
　特願平３－１６５４６９号は、ブチレン／エチレン／スチレン共重合体として、水酸化
ニッケルを言むペーストと、導体材料と、熱可塑性結合剤とで被覆された二次元多孔質導
体担体を備えるニッケル電極を提案している。活物質を担体上に確実に固定させるために
、電極の各面上に分離板をホットプレスする。
【０００７】
　欧州特許出願ＥＰ－０７５０３５８は、担体が、微細粗面層を固定するための歯を形成
させた波形金属板である非焼結ニッケル電極を記述している。この層上に、カルボキシメ
チルセルロース（ＣＭＣ）とスチレン／ブタジエンの共重合体（ＳＢＲ）とを含むペース
トを堆積させる。
【０００８】
　三次元担体型電極を作製するのに使用される、知られている結合剤は、二次元担体には
不適切であることが判った。上の二つの例においては、電極の機械的強度を確保するため
に、結合剤以外の手段に頼る必要があった。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明は、特に電気化学酸化に対する機械的および化学的強度が向上した、二次元すな
わち平面担体型非焼結ニッケル電極を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明が対象とするのは、二次元導体担体と、水酸化ニッケルを含む電気化学的活物質
、およびエラストマーと結晶性重合体との混合物である結合剤を有するペーストとを含む
非焼結ニッケル電極であって、前記エラストマーの比率が、質量比で前記結合剤の２５％
から６０％の間に含まれ、前記結晶性重合体の比率が、質量比で前記結合剤の４０％から



(4) JP 4358340 B2 2009.11.4

10

20

30

40

50

７５％の間に含まれることを特徴とする電極である。
【００１１】
　結合剤は、機械的役割も電気化学的役割も果たすため、電極の重要な構成要素となって
いる。
【００１２】
　結合剤は、蓄電池の組み立て前およびその動作中、活物質の粒子問の凝集力（ｃｏｈｅ
ｓｉｏｎ）および電極の担体との凝集力を確保する機能を有する。結合剤は、一方では、
十分な化学的安定性を有さなければならない。結合剤は、まず、電池の構成要素に対し化
学的に不活性でなければならず、次に、電極に課されるサイクル化条件において電気化学
酸化に耐えることができるものでなければならない。ところが、結合剤によっては、サイ
クル中にその粘着特性の低下をきたすものがある。他方、結合剤は、電極の全寿命中、サ
イクル中の電極の寸法変化に適合していくために変形できなければならない。
【００１３】
　また結合剤は、活物質の粒子間の電気的接触を維持し、電解質とのイオン交換を促進す
る機能も有する。一方、電極の電気化学的に活性な表面積は、電解質により湿潤される表
面積によって異なる。電解液による電極の湿潤性を促進するためには、結合剤は親水性を
有さなければならない。電極の湿潤が不十分な場合、活性表面積が減少し、それにより局
部電流密度の上昇および充電容量の減少が生じる。また、電解質が到達し得る表面は、重
合体により活物質の粒子が被覆され結合される物質により異なる。重合体薄膜は、電子交
換が可能な不連続性を有さなければならない。
【００１４】
　エラストマーとは弾性を有する重合体である。エラストマーは、周囲温度Ｔａで粘弾性
状態を有する重合体であると規定され、そのことは、そのガラス遷移温度Ｔｇが周囲温度
Ｔａ未満であることを意味する。結合剤としてエラストマーを使用することにより、適切
な機械特性のニッケル電極を得ることが可能である。しかしながら、エラストマーを単体
で使用すると、活物質の粒子を被い電極の電気伝導性を大きく下げる薄膜が形成される。
【００１５】
　好ましくは、前記エラストマーは、スチレン、エチレン、ブチレンおよびスチレンの共
重合体（ＳＥＢＳ）、スチレン、ブタジエンおよびビニルピリジンの三元重合体（ＳＢＶ
Ｒ）、ならびにスチレンおよびブタジエンの共重合体（ＳＢＲ）の中から選択される。ス
チレンおよびブタジエンの共重合体は、好ましくは質量比で２５％から３５％のスチレン
を含む。
【００１６】
　架橋可能エラストマーは、他のエラストマーとは反対に、活物質の粒子上およびその周
囲に分布する重合体の塊を形成する。架橋により重合体のクリープを制限することが可能
である。有利には、前記エラストマーが、スチレンおよびブタジエンの架橋可能なカルボ
キシル化された共重合体（カルボキシル化されたＳＢＲ）、すなわち架橋が可能な－ＣＯ
ＯＨ基を有するＳＢＲである。
【００１７】
　結晶性重合体は融点が存在することが特徴である。この重合体は周囲温度では固体であ
る。結晶性重合体は薄膜を形成しない。すなわち、重合体は、単体で使用される場合は、
活物質を担体上に保持するのに十分な凝集力を有さない。
【００１８】
　好ましくは、前記結晶性重合体は、ポリエチレン（ＰＥ）などの、フッ化重合体および
ポリオレフィンの中から選択される。
【００１９】
　前記結晶性重合体がフッ化重合体である場合、それはエチレンおよびプロピレンのフッ
化共重合体（ＦＥＰ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、およびポリヘキサフ
ルオロプロピレン（ＰＨＦＰ）の中から選択される。
【００２０】
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　力学的な観点から見れば、エラストマーの比率が高ければ高いほど、電極の凝集力は向
上する。結晶性重合体を追加することは、エラストマー薄膜が連続するのを断ち切り、電
極の電気化学的性能を保持する役割がある。本発明による前記結合剤は質量比で少なくと
も２５％のエラストマーを含まなければならない。この比率以下では、とくにスパイラル
形電極の場合、もはや電極の機械的強度は十分に確保されない。
【００２１】
　電極の寿命中、その凝集力および電気化学的動作を保証するためには、前記架橋可能エ
ラストマーの比率は、質量比で結合剤の２５％から６０％の問に含まれ、前記結晶性重合
体の比率は、質量比で結合剤の４０％から７５％の間に含まれなければならない。
【００２２】
　好ましい実施形態によれば、前記結合剤は、質量比で４０％から６０％の前記エラスト
マーで構成され、質量比で４０％から６０％の前記結晶性重合体で構成される。
【００２３】
　ペーストに高割合の結合剤を役人すると、電極の電導性が減少し、それにより電池のエ
ネルギー密度が低下する。従って、必要最小限であってこの凝集力を確保するのに足る量
の結合剤をペーストに役人するよう努めて、電極の作製にともなって生じる容量の不可避
な損失を最小限にとどめることが必須である。質量比で０．７％未満の結合剤では、電極
の機械的強度が十分ではない。好ましくは、本発明による結合剤の比率は、質量比で前記
ペーストの０．７％から３％の間に含まれる。
【００２４】
　本発明は、特にスパイラル形電極の場合、すぐれた柔軟性を電極に残したままで電極の
凝集力を確保するために少量の結合剤で足りるという長所を有する。
【００２５】
　本出願内で使用する「水酸化ニッケルを含む電気化学的活物質」という用語が、水酸化
ニッケル、主にニッケルを含む水酸化物、亜鉛、カドミウム、およびマグネシウムの中か
ら選択される元素の少なくとも一つの同時晶出された水酸化物と、コバルト、マンガン、
アルミニウム、イットリウム、カルシウム、ストロンチウム、ジルコニウム、および銅の
中から選択される元素の少なくとも一つの同時晶出された水酸化物も含む水酸化ニッケル
も意味し得ることは言うまでもない。水酸化ニッケル内に含まれる同時晶出された水酸化
物は、水酸化ニッケルとともに固溶体を形成し、例えば、水酸化ニッケルの結晶格子によ
り規定される原子サイトを連続可変的な比率で占有する。
【００２６】
　好ましくは、この水酸化物は回転楕円体の形状をもち、７μｍから２０μｍの間の粒度
を有する。
【００２７】
　活物質は、場合によっては、ニッケル、亜鉛、アルミニウムおよび／またはマグネシウ
ムなど他の元素を含む酸化または水酸化コバルトを主成分とする被覆、さらには例えばニ
ッケルの多孔性金属被覆で覆うことができる。
【００２８】
　水酸化ニッケルは、良好な電気パーコレーションをもたらす導体材料の追加を必要とす
る低導電性化合物である。前記ペーストはさらに、導体粒子、導体ファイバ、および両者
の混合物の中から選択される導体材料を言む。
【００２９】
　「粒子」とは、きわめて少量の物質であって、その空間の三つの寸法が平均寸法Ｄ１に
より規定されるものと同程度である物質を意味する。導体粒子の形状は、球形、準球形、
または完全に不規則形とすることができる。前記活物質の粒子の平均直径をＤとする時、
好ましくは、前記導体粒子はＤ／２０以下の平均寸法Ｄ１を有し、さらに好ましくは、Ｄ

１はＤ／１００以下である。
【００３０】
　前記導体粒子は、カーボン粒子、例えばニッケルのような金属の粒子、あるいはＣｏ、
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ＣｏＯ、またはＣｏ（ＯＨ）２のような遷移金属の化合物の粉末の中から選択される。
【００３１】
　「ファイバ」とは、きわめて少量の物質であって、その空問の一つの寸法が他の二つの
寸法より大きく、平均横方向寸法Ｄ２および平均長Ｌ２により規定される物質を意味する
。好ましくは、前記導体ファイバは、Ｄ以下の平均横方向寸法Ｄ２、およびＤ２の値の２
５倍以上の平均長Ｌ２を有し、好ましくはＬ２はＤ２の７５倍以上である。前記導体ファ
イバは、カーボンファイバ、金属ファイバ、あるいは例えばニッケルのような金属で被覆
されたファイバの中から選択される。
【００３２】
　好ましい実施形態によれば、０．１μｍ以下のＤ１、および２μｍ以下のＤ２を選択す
るものとする。
【００３３】
　好ましくは、前記ペースト内の前記導体材料の比率は、質量比で前記活物質の３％から
１５％の間に含まれる。この値を超えると、電極内の導体材料の比率が高くなるため、電
極の体積容量が減少する。
【００３４】
　前記ペーストはさらに、ＺｎＯまたはＺｎ（ＯＨ）２のような亜鉛の化合物、Ｙ２Ｏ３

またはＹ（ＯＨ）３のようなイットリウムの化合物、ＣａＯ、Ｃａ（ＯＨ）２またはＣａ
Ｆ２のようなカルシウムの化合物の中から選択される少なくとも一つの別の化合物を含む
ことができる。通常、この化合物は粉末状で添加される。
【００３５】
　電極の作製を簡単にするために、前記ペーストはさらに、カルボキシメチルセルロース
（ＣＭＣ）、ヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）、ヒドロキシプロピルセ
ルロース（ＨＰＣ）、およびヒドロキシエチルセルロース（ＨＥＣ）の中から選択される
セルロース化合物である増粘剤を含む。
【００３６】
　二次元担体とは、ペース卜層が堆積された平面担体を指す。従って、特に電極を巻く場
合に層を担体に保持するためには、結合剤の粘着特性は必須である。ニ次元導体担体は、
穿口されていないまたは穿口されたストリップ、エキスパンデッドメタル、メッシユ、ま
たは織物とすることができる。担体は、例えば、厚さが３×１０－３ｍｍから１０－２ｍ
ｍの間、単位面積重量が３ｇ／ｄｍ２（３×１０－２ｇ／ｃｍ２）から６ｇ／ｄｍ２（６
×１０－２ｇ／ｃｍ２）の間、穿口率が０％から８０％の間、穴の直径が０．１ｍｍから
３ｍｍの間のニッケル鋼ストリップである。変形形態によれば、担体は、上記のストリッ
プを中心に含む、単位面積重量が２ｇ／ｄｍ２（２×１０－２ｇ／ｃｍ２）から７ｇ／ｄ
ｍ２（７×１０－２ｇ／ｃｍ２）の間ときわめて少ないフォームとすることができる。
【００３７】
　本発明は電極の製造が容易であるという長所を有する。なぜなら、大部分の重合体を水
性乳剤の形態で使用することができるため、湿式でペースト塗布を行い、次に乾燥を行う
電極の製造が容易になる（ペーストは良好なレオロジー特性を有し安定している）からで
ある。
【００３８】
　非限定的例として示した以下の記述を読むことにより、本発明がよりよく理解され、他
の長所および特徴が明らかになろう。
【００３９】
【発明の実施の形態】
　一方では、従来技術の結合剤、すなわち、エチレンおよびプロピレンのフッ化共重合体
（ＦＥＰ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリア
ミド（ＰＡ）、スチレン／エチレン／ブチレン／スチレンの共重合体（ＳＥＢＳ）、成分
重量組成１５／７０．７／１４．３のスチレン／ブタジエン／ビニルピリディンの三元重
合体（ＳＢＶＲ）、およびスチレンが３０％のカルボキシル化されたスチレン／ブタジエ
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ンの共重合体（ＳＢＲ）について試験を実施する。他方、ＳＥＢＳとカルボキシル化され
たＳＢＲとの混合物で構成され、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリエチレ
ン（ＰＥ）、さらにはエチレンおよびプロピレンのフッ化共重合体（ＦＥＰ）を有する本
発明による結合剤について同じ試験を実施する。
【００４０】
　まず、種々の結合剤に固有な力学特性を比較した。
【００４１】
　これらの特性は、上に記載した結合剤で作成した寸法４０ｍｍ×４ｍｍ×１ｍｍの「ダ
ンベル状」供試体上で測定した。下の表Ｉは、弾性係数Ｅの値、およびメガパスカル（Ｍ
ｐａ）で表わした引張り強さＫの値、ならびに破断伸び率Ｌの％の値を示す。
表Ｉ
結合剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅ　　　　Ｋ　　　　Ｌ
ＰＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６　　　１．７２　　１０
ＳＥＢＳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６　　　　　－　　　　－
ＳＢＶＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　０．３　　２１９
カルボキシル化されたＳＢＲ　　　　　　　　　　０．２５　０．７　　６３０
質量比で４０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で６０％のＰＴＦＥ　　　　　　　３．１　　０．６　　４００
質量比で５０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で５０％のＰＴＦＥ　　　　　　　１．７　　０．５　　５８０
質量比で４０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で６０％のＰＥ　　　　　　　　　７．３　　２．２　　１３０
質量比で５０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で５０％のＰＥ　　　　　　　　　５．４　　０．９　　２７０
質量比で４０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で６０％のＦＥＰ　　　　　　　　９．５　　２　　　　５９０
質量比で５０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で５０％のＦＥＰ　　　　　　　　７．１　　１．６５　７３５
　単体で使用した重合体ＦＥＰ、ＰＴＦＥ、ＰＥの場合、電極の凝集力が不十分で、これ
らの測定を行うことができなかった。
【００４２】
　カルボキシル化されたＳＢＲおよび結晶性重合体を合む本発明による混合物は良好な妥
協を実現するものである。これらの混合物は大きな変形に耐える（破断伸び率が高い）た
め、電極の柔軟度が高くなる。
【００４３】
　次に、重合体の使用条件下における、電極の結合剤としての重合体の化学的安定性を評
価する。上で記載した結合剤を使用し、以下のようにして電極を作製する。
【００４４】
　質量比で９７．９％の活物質（水酸化ニッケル）と、質量比で２％の選択結合剤と、質
量比で０．１％のセルロース増粘剤（ＨＰＭＣ）との混合物を含む水相ペーストを作製し
、質量比で混合物の２７％の割合に相当する水をこれに加える。結合剤は、最低量のトル
エン中にあらかじめ溶解されているＳＥＢＳを除き、水性分散状態のペースト内に投入す
る。
【００４５】
　厚さ０．１ｍｍ、単位面積重量４．６ｇ／ｄｍ２（４．６×１０－２ｇ／ｃｍ２）、穿
口率（穿口表面積／総表面積）４２％の穿口ニッケルストリップにペーストを塗布する。
電極を得るために、これをおよそ１３０℃の温度で乾燥する。
【００４６】
　これら種々の電極の柔軟度Ｓを観測する。次に電極を巻き、その機械的強度Ｒを測定す
る。得られた定性結果を下の表ＩＩにまとめ、以下のようにして示した。
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【００４７】
＋＋　　　機械的強度はきわめて良好（ぼろぼろにくずれることも亀裂もなし）
＋　　　　機械的強度は良好（ぼろぼろにくずれることはないが、亀裂は発生）
＋／－　　機械的強度は中程度（若干の材料損）
－　　　　機械的強度不良（大きな材料損）
－－　　　電極の凝集力なし
表ＩＩ
結合剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ　　　Ｒ
ＦＥＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　　－－
ＰＴＦＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－
ＰＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　－
ＰＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　　　＋／－
ＳＥＢＳ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋＋　　＋＋
ＳＢＶＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋＋　　＋＋
カルボキシル化されたＳＢＲ　　　　　　　　　　　　　　　＋＋　　＋＋
質量比で６０％のＳＢＶＲ＋質量比で４０％のＰＴＦＥ　　　＋　　　＋＋
質量比で５０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で５０％のＰＴＦＥ　　　　　　　　　　　　＋－　　＋＋
質量比で４０％のカルボキシル化された
ＳＥＢＳ＋質量比で６０％のＰＥ　　　　　　　　　　　　　＋＋　　－
質量比で４０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で６０％のＰＥ　　　　　　　　　　　　　　＋＋　　－
質量比で４０％のカルボキシル基
ＳＥＢＳ＋質量比で６０％のＦＥＰ　　　　　　　　　　　　＋＋　　＋－
質量比で４０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で６０％のＦＥＰ　　　　　　　　　　　　　＋＋　　＋－
質量比で５０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で５０％のＦＥＰ　　　　　　　　　　　　　＋＋　　＋
質量比で６０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で４０％のＦＥＰ　　　　　　　　　　　　　＋＋　　＋
　エラストマーと結晶性重合体の特性を組み合わせることは、電極内で本発明による混合
物を使用する場合にきわめて有利である。すなわち、エラストマーにより柔軟性およびス
トリップヘの粘着力がもたらされ、結晶性重合体により電極全体の凝集力が確保されるの
である。
【００４８】
　次に、活物質としてＡＢ５型の水素化可能合金を有する三つの負の電極と、ポリオレフ
ィンの二層分離板と、各々、上で製造された電極である二つの正の電極とを含む、容量が
およそ５ＡｈのＮｉ－ＭＨ蓄電池を組み立てる。
【００４９】
　蓄電他の公称容量を１時問で放電するのに必要な電流を１ｃとして、これらの蓄電池に
５時間、０．２１ｃで充電し、次に、９６日間、０．０２１ｃの常時過充電を課す。その
後、結合剤を含まない蓄電池と比較して、電解質内の炭酸塩の含有度Ｔの上昇を測定した
。このパラメータは電解質内の結合剤の化学的安定性を示すものである。
表ＩＩＩ
結合剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ
ＦＥＰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．３
ＰＴＦＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９
ＰＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
ＰＡ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
カルボキシル化されたＳＢＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．６
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質量比で４０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で６０％のＰＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　４
質量比で４０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で６０％のＦＥＰ　　　　　　　　　　　　　　　　２
質量比で５０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で５０％のＦＥＰ　　　　　　　　　　　　　　　　２
質量比で６０％のカルボキシル化された
ＳＢＲ＋質量比で４０％のＦＥＰ　　　　　　　　　　　　　　　　２
　これらの結果は、本発明による結合剤が電解質中で安定していることを示している。
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